








































































































































































































































































































































































































































































































































































Canguilhem, Georges（1952）La connaissance de la vie, Achette. → 2e edition, J.Vrin, 1965（杉山吉弘訳
『生命の認識』，法政大学出版局，2002年）〔引用指示においてはCVと略記：ページ数は訳書のも
の〕
―（1966）Le normal et le pathologique, P.U.F.（滝沢武久訳『正常と病理』，法政大学出版局，1987
年）〔NPと略記：ページ数は訳書〕
―（1983）Études d’histoire et de philosophie des sciences, J.Vrin（金森修監訳『科学史・科学哲学研究』，
法政大学出版局，1991年）
―（1989）Écrits sur la médecine, Seuil.〔EMと略記：ページ数は原著〕
Marin, Claire（2008）V iolences de la maladie, violence de la vie, Armand Colin.
―（2008）Hors de moi, Allia, （鈴木智之訳『私の外で　自己免疫疾患を生きる』ゆみる出版，2015
年）
―（2013）L’Homme sans fièvre, Armand Colin.（鈴木智之訳『熱のない人間　治癒せざるものの治療
のために』，法政大学出版局，2016年）〔HSFと略記：ページ数は訳書〕
―（2014）La maladie, catastrophe intime, PUF.
鈴木智之（2014）「生との闘い―クレール・マラン『私の外で』を読む」，『社会志林』，第60巻・第４号，
法政大学社会学部学会
―（2017）「＜病いの時間＞―クレール・マランの経験と思考を手がかりとして」，『社会志林』，
第64巻・第３号，法政大学社会学部学会
―（2018a）「病いの語りとホロコーストの証言―サヴァイヴァーズ・ナラティヴの社会学のため
に」，『三田社会学』，第23号，三田社会学会
―（2018b）「病いに触れる―意味経験のなかの無意味なもの」，『質的心理学フォーラム』第10号，
日本質的心理学会
＊　 本稿は，2019年2月22日（金）に首都大学荒川キャンパスにおいて開かれた「看護研究講習会・質的研
究編」での講義「病気と健康―その視点を問い直す」の内容に基づくものです。講義の機会を与えて
いただいた，首都大学東京・人間健康科学研究科の山本美智代先生，坂井志織先生に，この場を借りて
お礼を申し上げます。
